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西
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
と
し
て
の
具
体
的
規
範
審
査
名
　
雪
　
健
　
二
一二三四五
目
　
次
は
じ
め
に
提
訴
手
続
の
性
質
と
提
訴
権
限
裁
判
所
の
提
訴
権
と
提
訴
義
務
審
査
の
対
象
と
審
査
基
準
お
わ
り
に
は
じ
め
に
　
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
お
よ
び
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
第
二
二
条
第
二
号
・
第
八
○
条
以
下
で
は
、
「
具
体
的
規
範
審
査
」
（
象
①
ざ
巳
q
Φ
富
2
霧
簿
窪
ぎ
暮
3
瓢
Φ
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
手
続
は
、
「
抽
象
的
規
範
審
査
」
（
＆
の
菩
馨
篤
簿
①
2
0
プ
　
　
　
　
　
（
三
）
馨
①
巳
8
旨
8
箒
）
と
異
な
り
、
裁
判
所
が
争
訟
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
有
効
性
が
問
題
と
な
る
法
律
を
ボ
ン
基
本
法
違
反
と
考
え
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
九
　
　
　
　
西
ド
イ
ッ
連
邦
憲
法
裁
判
斬
の
権
限
と
し
て
の
具
体
的
規
範
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
〇
る
場
合
に
、
裁
判
所
は
そ
の
手
続
を
中
止
し
、
州
憲
法
違
反
か
、
あ
る
い
は
ボ
ン
基
本
法
違
反
か
の
問
題
に
よ
っ
て
、
州
憲
法
裁
判
所
、
も
し
く
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
州
法
に
よ
る
ボ
ン
基
本
法
違
反
、
あ
る
い
は
州
法
律
の
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
邦
法
律
と
の
不
一
致
が
間
題
と
な
る
場
合
に
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
具
体
的
規
範
審
査
は
、
係
属
中
の
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
所
の
提
訴
に
よ
り
行
わ
れ
、
具
体
的
裁
判
に
関
連
し
、
そ
の
先
決
問
題
と
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
決
定
を
な
す
手
続
で
あ
り
、
基
本
的
権
利
を
保
護
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
み
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
　
　
　
　
（
3
）
の
と
い
え
る
。
　
以
下
、
ボ
ソ
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
お
よ
び
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
第
一
三
条
第
二
号
・
第
八
○
条
以
下
に
規
定
す
る
具
体
的
規
範
審
査
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。
ω
　
抽
象
的
規
範
審
査
に
つ
い
て
は
、
逐
袈
ω
留
鷺
鉱
。
F
U
霧
閃
欝
留
の
奉
紘
器
霊
農
品
豊
o
貰
お
o
。
ρ
ω
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霧
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鍵
硬
欝
暮
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簿
ダ
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鋤
び
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簿
Φ
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鶏
き
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鍔
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暮
8
一
一
Φ
”
汐
”
ω
戯
灘
号
ω
＜
角
貯
ω
撃
昌
α
q
o
。
α
R
o
は
o
窪
¢
⇒
α
の
摸
昌
q
α
q
Φ
ω
0
9
｝
ω
α
。
ご
一
鶏
9
ψ
8
0。
蒜
勝
村
霧
け
男
鼠
o
ω
o
亭
　
び
蝉
び
P
U
8
＜
Φ
『
騰
餌
ω
ω
信
β
α
q
の
α
q
①
鼠
o
び
富
ぴ
鋤
轡
欝
Φ
騨
画
昌
α
Φ
㎏
ω
償
昌
儀
Φ
o
o
噌
Φ
も
餌
び
一
一
匿
ご
o
鋸
房
o
び
寅
鄭
“
一
〇
①
G
o
｝
ρ
麻
O
噛
い
エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
リ
ー
ゼ
ン
ハ
ー
　
ン
「
西
ド
イ
ッ
憲
法
裁
判
論
」
、
廣
田
健
次
訳
、
六
二
頁
以
下
。
清
水
望
「
西
ド
イ
ッ
の
政
治
機
構
」
、
四
五
七
頁
以
下
。
③
　
図
o
鷺
＆
顛
o
ω
ω
ρ
O
毎
昌
9
離
α
q
o
号
の
く
R
蜜
ω
鶏
昌
α
q
ω
器
o
簿
ω
α
霧
ω
q
嵩
留
鴇
8
糞
露
涛
O
o
暮
の
o
注
磐
鼻
評
R
α
q
習
N
紳
①
》
慧
一
こ
H
零
ト
ψ
8
傘
③
　
清
水
、
前
掲
書
、
四
五
二
頁
。
二
　
提
訴
手
続
の
性
質
と
提
訴
権
限
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
見
解
に
よ
る
と
、
高
次
の
規
範
で
あ
る
憲
法
に
違
反
す
る
法
律
は
、
初
め
か
ら
無
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
に
し
た
が
え
ば
、
す
べ
て
の
裁
判
官
は
、
み
ず
か
ら
が
取
り
扱
っ
て
い
る
法
争
訟
を
法
律
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
前
に
、
法
律
そ
の
も
の
が
変
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
憲
法
に
違
反
す
る
法
律
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
無
効
と
す
る
。
裁
判
官
は
、
具
体
的
な
争
訟
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
法
律
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
み
て
、
裁
判
官
の
審
査
権
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
が
で
ぎ
、
ま
た
、
具
体
的
事
件
の
決
定
を
契
機
に
し
た
裁
判
官
の
「
付
随
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
規
範
審
査
」
を
も
考
え
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
続
は
、
規
範
が
ボ
ン
基
本
法
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
個
別
的
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
件
と
は
ま
っ
た
く
別
の
一
般
的
に
拘
束
力
を
伴
っ
た
ボ
ン
基
本
法
上
の
規
範
審
査
と
区
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
抽
象
的
規
範
審
査
と
は
、
異
な
る
手
続
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
は
、
す
べ
て
の
裁
判
官
の
審
査
権
を
前
提
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
裁
判
官
が
具
体
的
事
件
に
お
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
て
法
律
を
ボ
ン
基
本
法
違
反
と
確
信
し
た
場
合
、
裁
判
官
は
、
法
律
を
、
ひ
い
て
は
立
法
者
の
意
思
を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
裁
判
官
は
、
む
し
ろ
立
法
者
の
意
思
を
尊
重
す
る
た
め
に
、
そ
の
手
続
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
法
者
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
意
思
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
憲
法
機
関
と
し
て
特
別
な
権
威
を
与
え
ら
れ
て
い
る
憲
法
裁
判
所
の
み
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
は
、
規
範
が
有
効
か
無
効
か
の
問
題
に
つ
い
て
の
「
憲
法
問
題
」
を
、
決
定
の
た
め
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
提
訴
し
な
け
　
　
　
　
　
（
7
）
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
訴
訟
そ
の
も
の
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
だ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
裁
判
官
は
、
規
範
を
有
効
と
す
る
連
邦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
憲
法
裁
判
所
の
拘
束
力
あ
る
決
定
に
し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
の
最
初
の
訴
訟
を
継
続
し
、
そ
れ
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
裁
判
官
に
は
、
審
査
権
限
な
い
し
は
裁
判
官
の
審
査
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
一
　
　
　
　
西
ド
イ
ッ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
と
し
て
の
具
体
的
規
範
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
二
判
官
は
、
み
ず
か
ら
規
範
が
ボ
ン
基
本
法
に
適
合
す
る
か
、
あ
る
い
は
ボ
ン
基
本
法
に
違
反
す
る
か
に
つ
い
て
、
最
終
的
に
確
信
す
る
権
限
を
有
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
規
範
が
ボ
ン
基
本
法
に
違
反
す
る
場
合
、
裁
判
官
は
、
も
っ
ば
ら
そ
の
手
続
の
中
止
と
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
憩
）
の
提
訴
と
い
う
結
果
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
裁
判
官
に
は
審
査
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
葺
）
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
破
棄
権
限
（
く
R
≦
①
篤
目
⑫
q
路
o
目
℃
簿
窪
麟
）
で
は
な
い
。
破
棄
権
限
を
有
す
る
の
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
権
限
に
つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
独
占
権
で
あ
る
の
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
規
範
の
一
般
的
な
有
効
性
に
関
し
て
、
拘
束
力
を
も
っ
て
決
定
す
る
。
そ
れ
で
も
裁
判
官
は
、
暫
定
的
と
は
い
え
破
棄
権
限
を
有
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
裁
判
官
は
、
法
律
が
無
効
で
あ
る
と
考
え
た
場
合
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
規
範
を
適
用
し
な
い
権
限
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
権
限
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
規
範
が
一
般
的
に
有
効
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
拘
束
力
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
V
も
っ
て
決
定
す
る
の
で
、
ま
っ
た
く
暫
定
的
に
す
ぎ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
こ
の
よ
う
に
、
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
教
授
の
い
う
「
裁
判
官
提
訴
」
を
前
提
に
し
た
規
定
と
い
え
る
が
、
提
訴
の
権
限
を
有
す
る
の
は
各
審
級
・
の
す
べ
て
の
裁
判
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
下
級
裁
判
所
が
、
連
邦
裁
判
所
と
同
じ
ょ
う
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慧
）
提
訴
の
権
限
を
有
す
る
。
具
体
的
に
は
、
刑
事
・
民
事
裁
判
権
、
行
政
裁
判
権
、
財
政
裁
判
権
、
労
働
裁
判
権
お
よ
び
社
会
裁
判
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
問
題
と
な
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
第
八
○
条
第
一
項
に
お
い
て
、
す
べ
て
裁
判
官
は
、
直
接
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
決
定
を
求
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
合
議
制
裁
判
所
に
お
い
て
、
個
々
の
裁
判
官
は
、
手
続
法
に
し
た
が
っ
て
未
決
決
定
（
象
o
弩
馨
象
窪
留
閑
簿
ω
9
Φ
置
琶
σ
q
）
、
た
と
え
ば
、
手
続
の
中
止
を
単
独
で
な
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
裁
判
官
が
ボ
ン
基
本
法
違
反
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弼
）
と
考
え
る
規
範
の
有
効
性
が
裁
判
官
の
決
定
に
と
っ
て
ま
さ
に
問
題
と
な
る
な
ら
ば
、
提
訴
の
権
限
を
有
す
る
。
裁
判
官
は
、
最
終
決
定
の
み
な
ら
ず
、
訴
訟
中
の
す
べ
て
の
決
定
を
も
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
は
、
中
間
決
定
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
例
外
的
に
問
題
と
な
る
。
つ
ま
り
、
引
ぎ
続
い
て
の
手
続
の
開
始
は
、
当
該
規
範
の
ボ
ン
基
本
法
適
合
性
に
つ
い
て
の
宣
言
が
も
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）
や
問
題
と
な
ら
な
い
こ
と
に
結
局
な
る
か
ら
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
中
間
決
定
を
契
機
に
し
て
、
最
初
の
手
続
を
引
き
続
い
て
開
始
す
る
こ
と
に
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
と
き
、
裁
判
官
提
訴
を
認
め
る
。
仮
の
権
利
保
護
手
続
に
お
い
て
、
仮
の
状
態
に
あ
る
規
則
が
最
終
決
定
を
著
し
く
先
取
り
す
る
よ
う
な
場
合
、
あ
る
い
は
仮
の
権
利
保
護
手
続
に
お
い
て
、
確
定
的
に
決
定
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
提
訴
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
本
案
手
続
（
鵠
鎧
讐
ω
8
冨
く
R
貯
ぼ
窪
）
は
、
も
は
や
行
わ
れ
　
　
　
　
　
（
18
）
る
こ
と
は
な
い
。
ω
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
昏
鎧
の
浮
露
鉱
o
F
O
器
じご
Ω
P
留
零
角
貯
器
琶
臓
照
の
鉱
9
け
｝
ψ
峯
一
律
③
　
汽
．
ω
o
露
鉱
o
ダ
鉾
餌
。
○
‘
ψ
醤
頓
③
界
ω
o
置
巴
o
ダ
p。
。
錯
ρ
｝
ω
・
認
，
←9
　
困
く
●
ω
o
露
鉱
o
ダ
斜
斜
○
；
ω
・
認
。
㈲
　
連
邦
憲
法
裁
判
所
並
び
に
文
献
に
お
い
て
、
ボ
ソ
基
本
法
第
一
〇
〇
条
は
、
す
べ
て
の
個
々
の
裁
判
所
が
法
律
を
適
用
し
な
い
こ
と
で
、
連
邦
お
　
よ
び
州
の
立
法
者
の
意
思
を
無
視
す
る
の
を
予
防
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
ゆ
く
巽
お
両
歴
お
8
譜
る
誌
り
恥
鯉
お
｝
8
弘
禽
‘
す
な
わ
ち
、
　
ボ
ソ
基
本
法
第
一
〇
〇
条
の
目
的
は
、
す
べ
て
の
裁
判
官
に
よ
る
法
の
軽
視
か
ら
、
立
法
者
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
箆
器
の
望
R
P
U
器
　
ω
鼠
馨
鴇
o
o
算
伽
霧
切
q
⇔
留
霞
o
娼
β
三
涛
U
Φ
鯨
の
o
篭
餌
類
鼻
膨
9
　
目
｝
お
o
o
ρ
9
0
Q
o
o
o
。
民
霧
一
》
q
ひ
貸
瘍
樽
切
①
暮
R
影
鋤
財
ダ
U
δ
匿
o
⇒
箆
簿
0
　
2
0
触
導
象
鍔
o
馨
8
嵩
①
億
⇒
儀
の
o
⇒
の
鉱
α
q
o
O
o
識
o
窪
ω
〈
o
罠
鋤
ひ
q
Φ
P
汐
“
ω
o
β
α
Φ
ω
〈
R
貯
ω
鶏
欝
鴨
α
R
o
は
o
算
蝿
嵩
α
O
貰
β
α
伊
q
o
ω
曾
辞
ω
傘
が
一
S
9
ω
6
　
ω
熱
o
Q
o
．
団
吋
昌
箸
男
は
Φ
oD
Φ
ロ
げ
鋤
げ
P
U
δ
＜
O
吋
騰
餌
器
償
⇒
α
q
ω
鮫
Φ
は
O
げ
帯
び
餌
種
犀
Φ
答
一
欝
α
O
冠
ω
鐸
”
儀
O
震
Φ
℃
餌
び
一
殿
｛
ご
O
餌
鍍
o
げ
㌶
昌
9
ρ
㎝
ド
　
エ
ル
ソ
ス
ト
・
フ
　
リ
…
ゼ
ン
ハ
ー
ン
「
西
ド
イ
ッ
憲
法
裁
判
論
」
、
廣
田
健
次
訳
、
六
六
頁
。
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
三
（1萄⑯（③㈱⑳⑯（9）（8）（7）（6）
た溶客鍔溶界界溶望蝉 　
西
ド
イ
ッ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
と
し
て
の
具
体
的
規
範
審
査
蝉
写
奮
撃
ざ
ぎ
｝
些
勲
ρ
u
¢
器
億
廣
田
訳
、
前
掲
書
、
六
六
頁
。
ω
＜
o
欺
O
閏
群
3
一
①
劇
’
ω
o
げ
一
巴
o
ダ
鋤
如
●
ω
o
露
蝕
o
ダ
騨
鋤
．
ω
o
ぽ
一
巴
o
ダ
m
。
餌
●
ω
o
ぴ
一
巴
o
賞
餌
●
鋤
．
ω
o
ぴ
一
鉱
o
ダ
些
鉾
ω
o
げ
一
鉱
o
芦
勲
騨
ω
o
げ
一
蝕
o
ぴ
勲
鋤
．
ρρρρρρρ
ψ9ψ伊ψψψ
二
五
四
　
　
と
え
ば
、
叫
九
八
○
年
に
係
属
中
の
八
○
件
の
裁
判
官
提
訴
の
う
ち
、
　
政
裁
判
所
、
一
件
が
財
政
裁
判
所
、
　
い
る
。
溶
◎
ω
O
窪
鉱
O
芦
斜
穿
ρ
　
｝
蝿
ω
一
零
o
o
｝
ω
、
館
贈
い
　
　
三
　
裁
判
所
の
提
訴
権
と
提
訴
義
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
に
、
事
件
に
適
用
す
る
法
律
が
ボ
ン
基
本
法
に
違
反
す
る
と
い
う
裁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
、
第
二
に
、
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
性
で
あ
る
。
と
く
に
、
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
性
が
問
題
と
な
る
。
第
一
㊨
　
国
く
Φ
ユ
O
悔
㎝
♪
一
8
●
た
だ
し
、
αの
　
国
＜
o
ほ
O
勝
O
G
o
｝
趙
h
α㊨
　
切
＜
o
欺
O
閏
麟
9
㎝
ご
①
G
o
”
建
ゼ
α
崎
斡
刈
鱒
刈
鱒
“
鱒
。
刈
鰻
。
謡
角
．
刈
伊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
件
は
下
級
審
（
具
体
的
に
は
、
三
〇
件
が
区
裁
判
所
、
五
件
が
行
五
件
が
栓
会
裁
判
所
、
一
六
件
が
労
働
裁
判
所
）
か
ら
、
そ
し
て
、
一
件
の
み
が
連
邦
裁
判
所
か
ら
だ
さ
れ
て
｝
ω
。
刈
9
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
司
法
補
助
官
に
は
提
訴
の
権
限
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
じご
＜
R
鵠
国
O
ど
ミ
●
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
O
ぼ
一
豊
き
評
馨
鉱
8
鍔
サ
U
一
①
覆
o
鐸
R
＜
o
ユ
品
Φ
一
簿
鰻
等
R
貯
算
Φ
P
　
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
法
律
を
提
訴
す
る
可
能
性
と
義
務
は
、
判
官
の
確
信
と
の
問
題
で
あ
る
が
、
提
訴
を
な
す
裁
判
官
は
、
法
律
を
ボ
ソ
基
本
法
違
反
と
す
る
み
ず
か
ら
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
が
、
単
に
疑
義
を
表
明
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
が
厳
格
に
定
め
て
い
る
よ
う
に
、
規
範
を
ボ
ン
基
本
法
違
反
と
考
え
た
と
き
に
は
、
提
訴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
当
該
規
範
を
場
合
に
よ
っ
て
は
無
効
と
宣
言
す
る
か
、
そ
れ
と
も
規
範
の
不
一
致
の
言
い
渡
し
に
限
定
す
る
か
ど
う
か
は
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
っ
た
く
問
題
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
提
訴
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
決
定
に
際
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
範
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ボ
ソ
基
本
法
に
一
致
す
る
と
い
う
解
釈
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
き
や
、
規
範
を
ボ
ン
基
本
法
違
反
と
確
認
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
き
に
は
、
提
訴
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
裁
判
所
は
、
法
律
が
ボ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
基
本
法
に
一
致
す
る
と
い
う
解
釈
を
み
ず
か
ら
み
い
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
決
定
を
基
礎
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
提
訴
を
な
す
裁
判
所
は
、
規
範
を
ボ
ソ
基
本
法
違
反
と
す
る
自
己
の
見
解
を
提
訴
の
根
底
に
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
裁
判
所
は
、
上
級
裁
判
所
の
裁
判
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
上
級
裁
判
所
の
裁
判
に
対
し
推
定
的
な
拘
束
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
そ
の
提
訴
を
も
っ
て
、
上
級
裁
判
所
に
ょ
る
憲
法
上
の
審
査
を
誘
い
だ
す
た
め
に
用
い
　
　
　
　
　
（
5
）
て
は
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
ボ
ン
基
本
法
に
一
致
す
る
解
釈
の
可
能
性
が
な
い
こ
と
を
み
ず
か
ら
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
小
の
で
あ
（
6
）
る
。　
次
に
、
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
性
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
具
体
的
手
続
に
お
い
て
決
定
す
る
場
合
に
、
法
律
の
有
効
性
が
問
題
と
な
る
。
最
初
の
手
続
に
お
け
る
決
定
状
況
が
、
こ
の
よ
う
な
手
続
か
ら
規
範
審
査
と
な
る
か
ど
う
か
に
と
っ
て
決
定
的
と
な
る
。
提
訴
を
な
す
裁
判
所
は
、
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
性
を
み
ず
か
ら
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
髄
聯
臆
鰍
搬
剥
蜥
法
）
。
提
訴
の
決
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
五
　
　
　
　
西
ド
イ
ッ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
と
し
て
の
具
体
的
規
範
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
定
は
、
そ
れ
自
体
明
確
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
諸
々
の
事
態
や
法
的
な
考
慮
を
尽
し
て
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、
裁
判
所
に
と
っ
て
は
非
常
に
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
裁
判
官
提
訴
を
認
め
る
前
提
と
し
て
の
最
初
の
手
続
に
対
し
、
審
査
さ
れ
ゐ
規
範
の
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
性
に
関
す
る
右
に
述
べ
た
よ
う
な
見
方
は
、
具
体
的
規
範
審
査
を
抽
象
的
規
範
審
査
と
区
別
す
る
こ
と
に
な
る
。
両
規
範
審
査
と
も
、
審
査
さ
れ
た
規
範
の
ボ
ソ
基
本
法
適
合
性
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
拘
束
力
の
あ
る
決
定
と
な
る
こ
と
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
抽
象
的
規
範
審
査
の
場
合
、
提
訴
を
な
す
機
関
は
、
多
か
れ
少
か
れ
、
審
査
の
対
象
を
定
め
る
こ
と
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
一
方
、
具
体
的
規
範
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
〉
の
場
合
、
提
訴
は
、
裁
判
所
に
係
属
中
の
最
初
の
手
続
状
況
か
ら
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
考
え
に
ょ
る
と
、
規
範
を
係
属
中
の
最
初
の
手
続
の
範
囲
内
で
の
み
審
査
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
の
手
続
、
た
と
え
ば
、
第
一
審
手
続
、
控
訴
手
続
お
よ
び
上
告
手
続
の
中
で
、
裁
判
所
は
、
決
定
に
際
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
範
に
つ
い
て
、
ボ
ソ
基
本
法
に
違
反
す
る
と
の
確
信
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
V
う
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。
　
そ
れ
で
は
、
裁
判
所
は
、
い
か
な
る
場
合
に
規
範
を
決
定
に
際
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
は
、
裁
判
所
が
最
初
の
手
続
で
規
範
を
無
効
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
規
範
を
有
効
と
す
る
の
と
は
違
っ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
の
み
規
範
は
決
定
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎗
）
際
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
法
律
を
ボ
ン
基
本
法
違
反
と
考
え
る
裁
判
官
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
み
ず
か
ら
の
事
件
に
多
大
の
時
問
を
費
し
、
ま
た
、
か
な
り
費
用
の
か
か
る
証
拠
調
べ
に
よ
っ
て
、
当
該
法
律
に
基
づ
い
て
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
官
は
、
法
律
が
有
効
の
場
合
と
無
効
の
場
合
と
で
は
異
な
っ
た
結
果
に
な
る
か
ど
う
か
、
し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
が
提
訴
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
知
る
た
め
に
、
仮
説
的
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
、
法
律
の
有
効
性
を
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黛
）
前
提
に
し
て
決
定
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
提
訴
を
な
す
裁
判
所
が
、
証
拠
調
べ
を
こ
う
し
た
仕
方
で
免
れ
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
提
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
廻
〉
訴
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
　
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
性
に
と
り
、
原
則
的
に
は
「
決
定
主
文
」
が
問
題
で
あ
っ
て
、
「
理
由
」
で
は
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
異
な
っ
た
決
定
理
由
を
表
明
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
、
ボ
ソ
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
に
ょ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
提
訴
が
根
拠
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
理
由
自
体
は
、
決
し
て
裁
判
所
の
決
定
で
は
な
　
　
　
　
　
（
捻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）
い
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
理
由
は
、
決
定
主
文
の
意
味
を
確
か
め
る
た
め
に
、
引
き
合
い
に
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
決
定
主
文
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
理
由
の
み
が
規
範
の
有
効
・
無
効
に
依
存
し
て
い
る
場
合
に
も
、
裁
判
官
提
訴
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
理
由
が
、
決
定
主
文
の
内
容
、
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
決
定
の
法
的
効
果
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）
き
に
は
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
性
に
と
っ
て
、
理
由
で
は
な
く
、
決
定
主
文
が
問
題
で
あ
る
と
す
る
原
則
の
例
外
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
う
し
た
こ
と
も
著
し
く
制
限
し
て
い
る
。
決
定
主
文
か
、
理
由
か
と
い
う
二
者
択
一
の
問
題
は
、
必
ず
し
も
提
訴
義
務
を
解
消
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
提
訴
義
務
は
、
と
く
に
決
定
の
確
定
力
効
果
（
即
①
o
窪
路
3
津
謁
蒔
毒
o
q
）
が
不
明
瞭
で
あ
る
と
き
や
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
当
事
者
間
の
将
来
の
行
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）
に
関
し
、
別
の
法
争
訟
が
避
け
ら
れ
な
い
と
き
に
存
在
す
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
性
に
重
大
な
価
値
を
置
い
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
具
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）
的
規
範
審
査
が
最
初
の
手
続
に
係
属
中
で
あ
る
手
続
の
対
象
に
関
す
る
決
定
に
役
立
つ
と
考
え
て
い
る
。
規
範
審
査
手
続
の
実
行
と
結
び
つ
い
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
並
び
に
他
の
憲
法
上
の
最
高
機
関
の
要
求
は
、
一
定
の
法
争
訟
を
決
定
す
る
の
に
不
可
欠
で
あ
る
と
確
認
す
る
　
　
　
　
東
洋
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二
五
七
　
　
　
　
西
ド
イ
ッ
連
邦
憲
法
裁
判
所
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権
限
と
し
て
の
具
体
的
規
範
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）
場
合
に
の
み
是
認
さ
れ
る
。
提
訴
を
な
す
裁
判
所
が
ボ
ソ
基
本
法
違
反
と
考
え
た
規
範
を
適
用
す
る
こ
と
な
く
、
裁
判
所
が
望
ん
だ
意
味
に
お
い
て
法
争
訟
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
可
能
性
が
あ
る
限
り
、
審
査
さ
れ
る
規
範
に
つ
い
て
の
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
性
は
、
欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
よ
う
な
補
充
性
の
考
え
が
、
憲
法
裁
判
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
　
提
訴
を
認
め
る
問
題
の
範
囲
内
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
提
訴
を
な
す
裁
判
所
に
よ
る
事
実
評
価
並
び
に
法
律
解
釈
を
た
い
て
い
受
　
　
　
（
既
）
け
入
れ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
法
律
が
ボ
ン
基
本
法
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
審
査
お
よ
び
決
定
の
範
囲
内
で
、
審
査
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
た
め
に
提
訴
さ
れ
た
法
律
の
内
容
を
み
ず
か
ら
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
提
訴
を
な
す
裁
判
所
の
見
解
を
明
ら
か
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
基
準
で
、
み
ず
か
ら
の
評
価
に
基
づ
い
て
裁
判
官
提
訴
を
認
め
、
あ
る
い
は
認
め
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
い
と
宣
言
す
る
可
能
性
を
慎
重
に
創
り
だ
し
て
き
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
性
の
範
囲
を
念
入
り
に
、
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
か
も
独
自
に
審
査
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
提
訴
の
問
題
を
制
限
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
拡
大
を
も
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
の
事
件
が
、
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
に
基
づ
く
手
続
の
中
で
、
規
範
審
査
の
範
囲
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
公
共
の
福
祉
に
対
す
る
一
般
的
か
つ
基
本
的
な
意
味
を
伴
っ
た
提
訴
の
問
題
ゆ
え
に
、
決
定
が
差
し
迫
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
き
に
は
提
訴
を
事
前
に
認
め
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
具
体
的
規
範
審
査
の
範
囲
内
で
、
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
よ
う
な
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
「
事
前
の
途
」
を
、
憲
法
訴
願
の
た
め
の
規
定
（
煙
佛
縄
難
識
囎
購
磁
聯
）
を
類
推
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
い
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
る
。
こ
れ
は
、
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
性
の
存
在
お
よ
び
証
明
を
法
律
的
に
必
要
と
す
る
こ
と
の
例
外
で
あ
る
。
　
な
お
、
決
定
に
際
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
範
を
ボ
ン
基
本
法
違
反
と
考
え
る
裁
判
所
は
、
他
の
裁
判
所
が
同
一
の
規
範
を
す
で
に
提
訴
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
す
ら
、
提
訴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
複
数
提
訴
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
は
、
実
際
的
な
見
地
か
ら
、
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
に
基
づ
く
提
訴
の
決
定
を
な
す
こ
と
な
く
、
民
事
訴
訟
法
第
一
四
八
条
の
規
定
を
類
推
し
て
、
係
属
中
の
手
続
を
中
止
す
る
途
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
裁
判
所
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
一
般
的
に
拘
束
力
の
あ
る
決
定
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
手
続
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
同
一
の
規
範
に
関
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
不
必
要
な
複
数
提
訴
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
は
、
適
用
さ
れ
る
規
範
を
ボ
ン
基
本
法
違
反
と
考
え
る
す
べ
て
の
裁
判
官
が
そ
の
手
続
を
中
止
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
提
訴
を
な
す
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
を
も
厳
格
に
規
定
し
て
い
る
。
裁
判
官
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
他
の
裁
判
所
の
提
訴
を
引
ぎ
合
い
に
だ
し
て
任
せ
る
こ
と
は
で
き
な
（
灘
し　
さ
ら
に
、
決
定
に
際
し
て
の
適
用
可
能
性
を
欠
ぎ
、
あ
る
い
は
裁
判
所
が
提
起
さ
れ
た
疑
義
に
も
拘
ら
ず
、
規
範
を
ボ
ソ
基
本
法
に
適
合
す
る
と
考
え
る
ゆ
え
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
裁
判
官
提
訴
と
な
ら
な
い
場
合
、
最
終
審
の
決
定
に
よ
っ
て
、
最
初
の
手
続
で
は
不
利
で
あ
っ
た
そ
の
当
事
者
は
、
決
定
に
対
し
て
常
に
憲
法
訴
願
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
ま
た
、
当
事
者
は
、
憲
法
訴
願
の
範
囲
内
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
を
通
じ
て
、
法
律
が
ボ
ン
基
本
法
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
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四
　
審
査
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審
査
基
準
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
審
査
の
対
象
の
間
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
に
基
づ
く
手
続
に
お
い
て
、
憲
法
を
含
め
、
連
邦
お
よ
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
州
の
公
布
さ
れ
た
形
式
的
法
律
で
あ
る
。
法
規
命
令
、
行
政
規
定
お
よ
び
条
例
な
ど
は
、
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
予
算
法
律
に
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
い
て
は
、
形
式
的
法
律
と
し
て
、
そ
れ
自
体
提
訴
で
き
る
。
連
邦
諸
州
間
と
の
国
際
条
約
に
対
し
て
同
意
を
要
す
る
法
律
並
び
に
ヨ
ー
p
ッ
パ
協
同
体
条
約
（
α
震
図
霞
8
讐
8
冨
O
o
導
色
切
ω
9
絃
房
＜
R
簿
お
）
を
含
め
、
国
際
法
上
の
条
約
に
対
し
て
同
意
を
要
す
る
法
律
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
ま
た
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ー
p
ッ
パ
経
済
協
同
体
設
立
条
約
（
く
R
霞
甜
N
饗
O
昌
民
舅
ひ
q
α
R
国
畦
8
蹴
ω
9
窪
譲
算
－
ω
o
富
津
茜
o
導
蝕
霧
o
匿
3
に
基
づ
い
て
、
協
同
体
の
機
関
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
、
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
に
直
接
適
用
さ
れ
る
ヨ
！
質
ッ
パ
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一
『
　
　
　
　
　
西
ド
イ
ッ
連
邦
憲
法
裁
判
駈
の
権
限
と
し
て
の
具
体
的
規
範
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
二
協
同
体
の
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
的
な
い
し
は
派
生
的
な
法
は
、
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
法
は
、
ド
イ
ッ
の
国
家
権
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
国
際
機
関
の
法
で
あ
る
（
聯
醸
躰
法
）
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
審
査
の
対
象
と
な
る
も
の
を
あ
げ
て
み
た
が
き
結
局
そ
れ
は
連
邦
法
律
と
州
法
律
で
あ
り
、
そ
れ
も
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
基
本
法
以
後
の
法
律
の
み
を
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
一
九
四
五
年
五
月
二
三
日
以
後
の
法
律
の
み
が
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
に
基
づ
ぎ
提
訴
し
う
る
し
、
ま
た
、
提
訴
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
ボ
ン
基
本
法
発
効
前
の
法
律
、
す
な
わ
ち
、
ボ
ン
基
本
法
以
前
の
法
律
が
当
該
基
本
法
に
一
致
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
裁
判
所
が
み
ず
か
ら
最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
ン
基
本
法
以
前
の
法
律
が
ボ
ン
基
本
法
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
の
決
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
定
は
、
立
法
権
の
権
威
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
次
に
、
審
査
の
基
準
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ボ
ソ
基
本
法
で
あ
る
。
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
第
二
段
に
規
定
す
る
「
州
法
律
の
連
邦
法
律
と
の
不
一
致
」
が
問
題
と
な
る
と
ぎ
は
、
そ
の
他
の
連
邦
法
も
審
査
基
準
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
形
式
的
意
味
に
お
け
る
連
　
　
（
10
）
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）
邦
法
律
と
連
邦
法
規
命
令
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ソ
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
第
二
段
は
、
、
法
規
命
令
を
含
め
て
規
定
し
て
い
る
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捻
）
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
「
連
邦
法
律
」
の
下
に
、
連
邦
法
規
命
令
を
も
含
め
て
理
解
し
て
い
る
。
ボ
ソ
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
に
基
づ
く
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
独
占
権
は
、
州
法
律
が
事
後
の
連
邦
法
と
一
致
し
な
い
か
ど
う
か
の
問
題
に
ま
で
　
　
　
　
　
（
捻
）
は
お
よ
ぽ
な
い
。
こ
れ
は
、
ボ
ン
基
本
法
以
前
の
法
を
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
す
る
の
と
同
じ
考
え
で
　
（
1
4
）
あ
る
。
ま
た
、
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
州
法
律
に
ょ
る
州
憲
法
の
侵
害
が
主
張
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
法
律
は
、
権
限
あ
、
る
州
憲
法
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
が
州
憲
法
裁
判
所
に
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
〉
具
体
的
規
範
審
査
手
続
の
途
を
開
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
提
訴
さ
れ
た
規
範
を
、
提
訴
を
な
す
裁
判
所
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
法
的
見
解
だ
け
に
よ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
絡
）
え
る
こ
と
の
で
ぎ
る
見
地
の
下
に
審
査
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
最
初
の
事
件
を
通
じ
て
、
審
査
の
対
象
な
い
し
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）
憲
法
問
題
の
み
が
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
審
査
基
準
が
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ω
　
ω
＜
o
鳳
O
目
o
o
博
器
鮮
鱒
o
o
切
い
　
　
な
お
、
憲
法
を
審
査
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
対
立
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ッ
ペ
ル
ト
は
、
憲
法
を
審
査
　
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
る
。
譲
鎧
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鐵
け
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需
笠
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ω
葺
①
o
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ω
ユ
o
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R
誉
冨
等
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毒
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q
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犀
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く
の
ほ
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の
琶
α
q
甲
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戦
響
Φ
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｝
2
句
毒
一
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器
噂
9
お
G
。
。
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ッ
ホ
フ
は
、
肯
定
的
に
解
す
る
。
○
簿
○
切
8
サ
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穿
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b
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一
S
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”
9
鐙
鐸
　
　
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
州
法
が
例
外
的
に
、
州
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
予
防
的
規
範
審
査
を
認
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
州
憲
法
裁
判
所
は
、
　
審
査
さ
れ
る
べ
ぎ
法
案
（
O
Φ
ω
9
認
暮
類
q
耗
）
が
連
邦
法
に
違
反
す
る
と
想
定
し
、
決
定
に
際
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
提
訴
を
な
す
こ
　
と
が
可
能
と
い
う
例
外
的
な
考
え
方
が
あ
る
。
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①
ぎ
暑
窪
閃
窪
号
犀
8
寄
馨
Φ
2
霧
影
窪
ぎ
昌
嘗
呂
Φ
α
貫
3
鼠
ω
　
ω
慧
α
①
ω
〈
o
鳳
霧
ω
琶
α
q
。
。
α
Q
霧
8
算
｝
2
く
名
N
お
G
。
鱒
ψ
一
〇。
罵
参
照
。
（6）（5）　（4）（3
　　　　　　　ψ
穴
一
磐
の
ω
け
R
P
U
器
ω
鼠
暮
鴇
o
o
馨
α
R
閃
鎚
β
山
Φ
段
8
窪
三
薦
U
①
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れ
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つ
い
て
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穴
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①
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東
　
洋
　
法
　
学
爆
5
創
ω
8
ω
鉱
α
q
①
　
O
①
誌
o
窪
ω
〈
〇
二
餌
碧
P
二
六
三
　
　
　
西
ド
イ
ッ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
隈
と
し
て
の
具
体
的
規
範
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
四
　
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
九
七
四
年
五
月
二
九
目
の
、
い
わ
ゆ
る
「
ω
巳
き
α
q
ε
の
決
定
の
中
で
、
第
二
次
的
な
協
同
体
　
法
を
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
に
基
づ
く
裁
判
官
提
訴
の
手
続
の
下
に
あ
る
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
　
無
効
宣
言
（
蜜
o
算
蒔
o
爵
㌶
叢
欝
α
q
）
を
控
え
、
た
だ
単
に
協
同
体
法
の
不
適
用
（
q
昌
き
類
の
民
冨
鱒
魯
）
の
確
認
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
。
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＜
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O
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D
・
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ω
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oo
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閃
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Φ
ほ
O
閃
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ω
お
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α心
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ω
o
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蝕
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ダ
穿
費
○
‘
ω
・
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野
α笏
　
溶
。
ω
o
窪
巴
o
ダ
鉾
鋤
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○
こ
φ
o。
戯
⑯
　
oご
く
Φ
議
○
図
N
9
α
o
o
旧
①
ど
欝
・
αり
　
鮮
ω
9
或
o
劃
岱
如
●
O
‘
ω
。
oo
蒔
釦
　
五
　
お
わ
り
に
　
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
第
一
段
お
よ
び
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
第
八
○
条
第
一
項
に
基
づ
い
て
、
決
定
に
際
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
規
範
が
ボ
ン
基
本
法
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
憲
法
問
題
を
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
提
訴
し
よ
う
と
す
る
裁
判
所
は
、
上
級
．
裁
判
所
を
経
な
い
で
、
み
ず
か
ら
直
接
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
を
求
め
、
そ
の
決
定
が
あ
る
ま
で
、
最
初
の
手
続
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
裁
判
所
の
提
訴
に
基
づ
い
て
、
当
該
規
範
の
場
合
に
よ
っ
て
は
無
効
を
も
含
め
た
一
致
な
い
し
は
不
一
致
を
決
定
す
る
。
こ
の
場
合
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
あ
く
ま
で
も
「
法
問
題
」
の
み
を
決
定
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
最
初
の
事
件
を
も
決
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
（
薩
灘
総
磁
職
響
。
そ
る
系
こ
の
決
定
に
基
づ
い
て
、
提
訴
を
な
す
裁
判
所
は
、
た
い
て
い
そ
の
手
続
を
再
開
し
、
最
初
の
事
件
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
裁
判
所
は
、
規
範
を
有
効
と
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
に
、
も
ち
ろ
ん
　
　
　
　
（
1
）
拘
束
さ
れ
る
（
講
攣
懲
璽
鯉
．
｝
）
．
　
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
規
範
の
ボ
ソ
基
本
法
違
反
の
状
態
を
解
消
さ
せ
る
た
め
に
、
別
の
法
律
上
の
規
則
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
決
定
で
明
ら
か
に
し
た
場
合
、
提
訴
を
な
す
裁
判
所
は
手
続
を
再
度
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
裁
判
所
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
そ
の
手
続
を
再
度
中
止
し
、
法
律
上
の
規
則
が
公
布
さ
れ
る
ま
で
、
、
事
件
の
決
定
を
留
保
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
そ
れ
で
は
、
承
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
が
定
め
る
手
続
は
、
実
際
的
に
い
か
な
る
意
義
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
手
続
に
ょ
る
決
定
は
、
統
計
的
に
は
憲
法
訴
願
に
次
い
で
第
二
位
の
地
位
を
占
め
、
他
の
手
続
に
先
行
し
て
い
る
。
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
に
基
づ
く
裁
判
官
提
訴
は
、
こ
の
憲
法
訴
願
と
類
似
し
た
手
続
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
憲
法
訴
願
の
場
合
は
、
「
各
人
が
」
で
あ
る
が
（
灘
勲
纏
躰
灘
聯
垂
蕪
聯
卜
顧
聯
輯
鋤
婦
伊
籍
縢
隠
）
、
裁
判
官
提
訴
に
お
い
て
は
、
「
す
べ
て
の
裁
判
官
が
」
で
あ
る
。
「
各
人
」
お
よ
び
「
す
べ
て
の
裁
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
官
」
は
、
．
直
接
に
、
し
か
も
な
ん
ら
の
媒
介
も
な
く
、
ド
イ
ツ
の
最
高
の
裁
判
所
に
頼
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
裁
判
官
提
訴
に
あ
っ
て
は
、
憲
法
訴
願
の
場
合
と
異
な
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
部
会
自
体
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
裁
判
官
提
訴
の
特
色
が
あ
る
。
・
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活
の
多
く
の
非
政
治
的
事
件
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
区
裁
判
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
裁
判
官
は
、
み
ず
か
ら
の
正
義
に
つ
い
て
の
見
解
を
も
う
一
度
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
提
訴
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
五
　
　
　
　
　
西
ド
イ
ッ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
と
し
て
の
具
体
的
規
範
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
ん
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
区
裁
判
所
裁
判
官
の
見
解
を
「
明
ら
か
に
支
持
で
き
な
い
」
と
し
て
却
下
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
日
常
的
な
事
件
だ
け
で
は
な
く
、
高
度
の
政
治
的
な
事
件
も
、
同
じ
よ
う
な
仕
方
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
ボ
ン
基
本
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
に
基
づ
く
裁
判
官
提
訴
手
続
の
実
際
的
な
意
義
が
あ
り
、
こ
の
手
続
は
、
基
本
権
の
保
護
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
手
続
と
い
え
よ
う
。
①
　
一
方
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
規
範
を
無
効
と
宣
言
し
た
場
A
見
こ
の
決
定
は
、
法
律
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
（
髄
郭
塘
継
緻
劉
噺
法
）
。
連
邦
憲
法
裁
　
判
所
の
こ
の
決
定
は
、
原
則
的
に
遡
及
的
に
作
用
し
、
し
た
が
っ
て
、
無
効
の
規
範
に
基
づ
い
て
公
布
さ
れ
た
す
べ
て
の
裁
判
所
判
決
、
法
規
命
令
　
お
よ
び
行
政
行
為
、
後
に
無
効
と
宣
言
さ
れ
た
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
選
挙
も
ま
た
、
法
的
基
礎
を
失
う
結
果
と
な
る
。
謝
o
摸
a
缶
霧
ω
ρ
　
O
毎
p
α
呂
鴨
α
①
の
＜
R
欝
o。
鍵
欝
α
q
ω
誘
o
寡
の
α
R
劇
羅
昌
鳥
①
巽
8
償
ぴ
一
蒔
U
①
β
富
o
讐
鋤
昌
9
ψ
8
9
　
　
こ
の
よ
う
に
、
西
ド
イ
ッ
の
憲
法
裁
判
に
お
い
て
は
、
ボ
ソ
基
本
法
に
違
反
す
る
法
律
は
、
遡
及
的
に
無
効
で
あ
る
と
す
る
原
則
が
妥
当
す
る
。
　
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
遡
及
効
よ
り
生
ず
る
諸
々
の
結
果
を
考
慮
し
て
、
ボ
ン
基
本
法
違
反
の
法
律
を
無
効
と
宣
言
し
な
い
場
合
が
か
な
　
り
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
法
律
を
無
効
と
宣
言
し
な
い
で
、
た
だ
単
に
ボ
ン
基
本
法
に
違
反
す
る
と
宣
言
し
て
、
立
法
者
に
対
　
し
て
善
後
措
置
を
と
る
経
過
期
間
を
与
え
る
決
定
を
な
す
。
こ
う
し
た
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
阿
部
照
哉
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
　
違
憲
確
認
判
決
の
効
力
」
、
今
村
成
和
教
授
退
官
記
念
、
公
法
と
経
済
法
の
諸
問
題
所
収
、
一
九
九
頁
以
下
。
な
お
、
野
中
俊
彦
「
西
ド
イ
ッ
に
お
　
け
る
違
憲
判
決
の
方
法
」
、
田
中
二
郎
先
生
古
稀
記
念
、
公
法
の
理
論
上
所
収
、
一
〇
五
頁
以
下
。
③
　
N
一
鐸
ω
ω
o
琶
鉱
o
ぴ
U
器
ω
錯
類
号
の
＜
o
鳳
器
ω
償
p
鵯
α
q
段
ざ
洋
一
Go
・
o
o
9
㈹
　
た
と
え
ば
、
憲
法
訴
願
に
お
い
て
は
、
弁
護
士
強
制
、
裁
判
官
提
訴
に
お
い
て
は
、
上
級
裁
判
所
の
経
由
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
。
㈲
　
溶
ω
o
置
巴
o
劉
鎚
9
鉾
○
‘
ω
・
o
o
9
㈲
　
た
と
え
ば
、
ω
＜
黛
お
国
総
鳩
奨
●
